
 

   
 

      
 

 

◆
「
長
崎
さ
る
く
博
」
と
は
何
で
す
か
・
・
・ 

 

日
本
で
は
じ
め
て
の
「
ま
ち
歩
き
博
覧
会
」
で
す
。 

 

鎖
国
の
日
本
で
た
だ
ひ
と
つ
海
外
に
開
か
れ
、
幕
末
の
開

国
で
西
洋
文
化
が
ど
こ
よ
り
早
く
押
し
寄
せ
た
ま
ち
で
あ
る

長
崎
は
、
日
本
と
中
国
と
西
洋
の
文
化
が
今
な
お
色
濃
く
混

在
す
る
ま
ち
と
い
え
ま
す
。   

 

「
さ
る
く
」
と
は
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
と
い
う
長
崎
弁
で
す
。 

 

つ
ま
り
、
こ
の
長
崎
の
ま
ち
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
さ
る
く
博
は
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
建
て
て
入
場

料
を
取
る
と
い
う
、
博
覧
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

パ
ビ
リ
オ
ン
に
替
わ
る
も
の
が
、
居
留
地
・
寺
町
・
唐
人
屋

敷
・
教
会
群
・
平
和
公
園
・
浜
町
・
新
地
・
稲
佐
山
・
グ
ラ

バ
ー
園
・
出
島
・
博
物
館
・
美
術
館
・
外
海
・
野
母
崎
な
の

で
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
方
法
さ
え
は
っ
き
り
と

提
示
で
き
れ
ば
、
観
光
客
に
長
崎
の
都
市
観
光
を
存
分
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
「
長
崎
遊
さ
る

く
」「
長
崎
通
（
つ
う
）
さ
る
く
」「
長
崎
学
さ
る
く
」
と
い

う
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
て
い
り
ま
す
。
自
分
の
興
味
や
関
心
に

合
わ
せ
て
選
び
、
楽
し
み
な
が
ら
、
学
び
な
が
ら
、
長
崎
の

ま
ち
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
欲
し
い
、
と
い
っ
た
企
画

な
の
で
す
。 

◆
「
さ
る
く
博
」
に
長
崎
教
区
で
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
か
や
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
・
・ 

 

「
長
崎
さ
る
く
博
」
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
市

民
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
２
０
０
６
―
長
崎
の
宗
教
と
文
化
―
」
を
ア

ジ
ェ
ン
ダ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
が
さ
き
の
主
催
、
国
宝
・
大
浦
天
主

堂
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
）
の
共
催
で
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

「
長
崎
の
ま
ち
を
、
さ
る
き
」、「
講
話
を
聞
き
」、「
音
楽

を
楽
し
む
」
と
い
う
三
部
構
成
の
７
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。 

 

第
一
部
の
「
ミ
ニ
さ
る
く
」
で
は
、
講
演
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
た
場
所
を
案
内
人
付
き
で
歩
き
ま
す
。 

 

二
部
・
三
部
は
国
宝
の
大
浦
天
主
堂
を
会
場
に
行
わ
れ
、 

第
二
部
で
は
「
神
と
仏
と
人
間
と
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ

で
キ
リ
ス
ト
教
や
諸
宗
（
神
道
・
仏
教
）
の
方
々
が
長
崎
の

街
で
織
り
な
し
て
き
た
そ
の
融
合
の
文
化
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

第
三
部
の
「
音
楽
の
夕
べ
」
で
は
、
こ
の
一
連
の
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
た
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 
こ
れ
ま
で
４
回
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
毎
回
大
勢
の
参
加
者

が
あ
る
こ
と
は
、
長
崎
市
民
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
表
わ
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 

◆ 

さ
る
く
コ
ー
ス
で
、
何
か
珍
し
い
も
の
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
新
地
・
唐
人
屋
敷
界
隈
」
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ
る
の
で

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

長
崎
に
住
ん
で
い
た
中
国
の
人
た
ち
は
、
元
禄
時
代
前
ま

で
市
内
に
散
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
、
密
輸
や
キ
リ

ス
ト
教
浸
透
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
こ
の
唐
人
屋

敷
に
住
ま
わ
せ
た
の
で
す
。 

 

出
島
の
２
倍
以
上
の
広
さ
の
敷
地
内
に
長
屋
が
20
棟
立

ち
並
び
、
周
囲
を
煉
塀
で
囲
み
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
を
竹
矢

来
で
囲
い
、
入
口
に
は
番
所
が
設
け
ら
れ
、
無
用
の
出
入
り

を
検
査
し
ま
し
た
。
船
載
貨
物
は
新
地
蔵
に
預
け
ら
れ
、
中

国
の
人
た
ち
は
手
回
り
品
の
み
で
帰
帆
ま
で
館
内
で
生
活
し

た
そ
う
で
す
。 

 

 

現
在
も
な
お
、
４
つ 

の
建
物
が
再
建
さ
れ
て 

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
、 

「
天
后
聖
母
」
を 

祀
っ
て
建
立
さ
れ 

て
い
る
「
天
后
堂
」 

と
い
う
の
が
あ
り 

ま
す
。 

                 

「
元
文
元
年
（
１
７
３
６
年
）、
南
京
地
方
の
人
々
が
航
海

安
全
を
祈
願
し
、
天
后
聖
母
を
祀
っ
て
建
立
。
寛
政
２
年
修

復
。
現
在
の
建
物
は
、
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
、
全
国
の

華
僑
の
寄
付
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
閑
帝
も
祀
っ
て
い
る
の

で
、
別
名
「
閑
帝
堂
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。・
・
・
・
・
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
さ
る
く
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
説
明
よ
り
抜
粋
） 

 

「
長
崎
さ
る
く
博
」
と
い
う
一
風
変
わ

っ
た
博
覧
会
が
、
去
る
２
０
０
６
年
４

月
１
日(

土)

か
ら
始
ま
り
、
10
月
29
日

(

日)

ま
で
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回

は
そ
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

新地にある天后堂 
天后聖母 


